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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
に
て

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
再

び
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
諸
氏

と
と
も
に
円
滑
な
議
会
運
営
と
議
会
改

革
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
私
ど
も
は
９
月
定
例
会
に
お
い
て
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
２
年
間
は
議
会
基
本
条
例
を
着
実
に

実
行
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　
具
体
的
に
は
、
次
の
事
柄
を
実
施
し
ま

す
。
一つ
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
会
の
実
施
で
す
。
具
体
的
な
実
施
の

方
法
を
現
在
検
討
し
て
お
り
、
来
年
度
か

ら
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
積
極
的

な
申
し
込
み
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
放
映
で
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
利

用
し
て
の
放
映
を
、
３
月
定
例
会
か
ら

実
施
す
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ｉ
ネ
ッ
ト
で
の
実
況

放
送
と
再
放
送
を
見
る
こ
と
の
出
来
な
い

方
も
、
お
好
き
な
時
間
に
、
見
た
い
議
員

の
質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
、
市

民
の
皆
様
が
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

議
会
と
議
員
の
活
動
に
目
を
向
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
こ
そ
皆
様
と
飯
山
市
に

と
っ
て
穏
や
か
な
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ　
　

  

議
長　
渋
川　
芳
三

　

市
民
の
皆
様
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
12
月
定
例
議
会
に
お

い
て
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
西
澤
一

彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。
渋
川
議
長
を
補
佐

し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
励
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
の
台
風
19
号
災
害
に
続

く
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
様
に
は
様
々

な
面
に
お
い
て
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
ワ
ク
チ
ン
接

◎石田克男　　　○渡辺美智子
(委員は議長を除く全議員）

予算決算常任委員会

岳北広域行政組合議会議員
（飯山市議会選出）

水野正彦　吉越利明　飯田健一　上松永林
久保田幸治　小林喜美治　西澤一彦　渋川芳三

北信広域連合議会議員
（飯山市議会選出）

岸田眞紀　　石田克男　　山﨑一郎
西澤一彦　　　渋川芳三

◎委員長〇副委員長
産業民生常任委員会

上松永林　渡辺美智子　飯田健一
久保田幸治　◎岸田眞紀　○山﨑一郎　西澤一彦

総務文教常任委員会

渋川芳三　松本淳一　高山恒夫　水野正彦
石田克男　◎吉越利明　○佐藤正夫　小林喜美治

（議長はオブザーバー）

議会運営委員会

上松永林　渡辺美智子　松本淳一　吉越利明
渋川芳三　◎久保田幸治　〇山﨑一郎　西澤一彦

（正副議長はオブザーバー）

◎佐藤正夫　　　○吉越利明
(委員は議長を除く全議員）

議会活性化特別委員会

◆ 各委員会等紹介 ◆

種
が
軌
道
に
乗
っ
て
、
収
束
に
向
か
う
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
は
今
年
市
政
発
足
か
ら

67
年
と
な
り
ま
す
。
発
足
当
時
４
万
人

余
の
人
口
が
、
第
２
期
飯
山
市
総
合
戦

略
に
よ
る
人
口
目
標
で
は
令
和
17
年
に

は
、
１
万
５
千
人
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
実
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
が
、
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
か
ら
渋
川
議
長
と
共

に
県
下
の
議
会
議
長
会
は
勿
論
で
す
が
、

全
国
市
議
会
議
長
会
や
北
信
越
の
議
長

会
な
ど
多
く
の
市
議
会
に
お
い
て
、
課
題

解
決
に
向
け
活
躍
の
議
員
や
議
会
関
係

者
と
意
見
交
換
さ
せ
て
頂
き
、
当
市
や

議
会
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
の
対
応

に
つ
い
て
研
鑽
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
様
が
議
員
や
議

会
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
に
お
応
え
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
安
穏

な
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12

月
21
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例

案
お
よ
び
人
事
案
あ
わ
せ
て
16
件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
各
常
任

委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審

査
結
果
の
報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

審
議
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会
か
ら

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見

書
」
お
よ
び
「
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

及
び
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
社
会
資
本
整

備
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

1 2 月 定 例 会 概 要

令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
４
年
任
期
の

中
間
点
に
あ
た
り
、
11
月
30
日
の
招
集

日
に
議
会
の
構
成
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

就
任
の
ご
挨
拶　
　
　
副
議
長　
西
澤　
一
彦
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◎
庶
務
課

　
　
【
特
別
定
額
給
付
金
事
業
】
給
付

金
の
最
終
的
な
件
数
と
交
付
率
は
。

　
　
２
０
５
１
３
人
、
99
・
８
㌫
。

◎
企
画
財
政
課

　
　
【
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業
】
11

月
末
で
約
９
億
円
の
寄
付
が
あ
る
が
、

返
礼
品
や
事
務
経
費
を
除
き
、
実
際
に

市
に
残
る
金
額
は
何
㌫
に
な
る
の
か
。

　
　

返
礼
品
を
含
め
た
経
費
は
寄
付
金

額
の
50
㌫
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
50
㌫
強
と
な
る
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
【
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業
】
水
害

時
の
救
助
用
ボ
ー
ト
を
購
入
す
る
と
の

こ
と
だ
が
何
台
か
。

　
　

１
艇
を
購
入
し
消
防
団
本
部
付
け

と
す
る
。

◎
商
工
観
光
課

　
　
【
桜
広
場
交
流
施
設
拡
張
整
備
事

業
】
設
計
委
託
に
は
建
物
の
設
計
も
含

答

◎
総
会

　

11
月
９
日
、
山
ノ
内
町
を
会
場
に
長
野

県
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
議
会
協
議

会
（
会
長
・
飯
山
市
議
会
議
長
渋
川
芳
三
）

の
令
和
２
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
市
町
村
議
会
か
ら
、
豪
雪
地
帯
の
道
路

等
整
備
、
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に

向
け
た
切
実
な
要
望
が
提
出
さ
れ
、
案
件

は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
県
知
事
要
望
・
県
議
会
陳
情

　

総
会
の
決
定
を
受
け
、
11
月
16
日
に
本

協
議
会
並
び
に
県
議
会
豪
雪
地
帯
対
策
促

進
議
員
連
盟
合
同
で
県
知
事
へ
の
要
望
と

県
議
会
へ
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

「特別豪雪地帯での安全安心な暮らしを求めて」
　　　　　　　　　　　　阿部知事へ要望

―長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会―

【補正予算案９件】
◇令和２年度　飯山市一般会計（2件）・各特別会
　計 6件・水道事業会計補正予算
【条例案6件】
◇一般職の職員の給与に関する条例及び飯山市会
　計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
　例の一部を改正する条例
◇飯山市税外収入金の督促手数料等の徴収に関す
　る条例等の一部を改正する条例
◇職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
　条例
◇飯山市税条例の一部を改正する条例
◇飯山市水道水源保全条例の一部を改正する条例
◇飯山市都市公園条例の一部を改正する条例
【人事案１件】
◇監査委員の選任に関する同意を求めることについて

【請願３件】
◇へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近
　隣県並みの水準に戻すことを長野県知事に求める請願
◇安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健
　康を守るための請願
◇高校再編整備計画に、インクルーシブ教育システムを
　導入し、下高井農林高校を実践推進校に指定を求める
　請願

【意見書２件】
◇安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健
　康を守るための意見書
◇災害からの復旧・復興及び国土強靭化に向けた社会
　資本整備の促進を求める意見書

 ◆　令和２年12月定例会で審議された議案等　◆

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。

＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。

◆賛否が分かれた議案等の表決結果◆
○＝賛成　　●＝反対

　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆 緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

石
田
克
男

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治

会派名
・
議員名

議 案 等 名

常
任
委
員
会
議
案
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
案
第
１
２
３
号　
令
和
２
年
度
飯

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

施
設
部
分
、
駐
車
場
の
活
用
部
分

も
含
め
て
全
体
の
基
本
構
想
と
な
る
。

　
　

市
の
方
向
性
を
示
し
、
そ
の
上
で

設
計
委
託
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

市
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
た
上

で
設
計
委
託
を
行
う
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
【
義
務
教
育
振
興
事
業
】
学
校
行
事

撮
影
編
集
等
委
託
は
、
音
楽
会
等
の
映

像
を
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
配
信
す
る
の
か
。

学
校
行
事
は
写
真
、
動
画
等
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
上
げ
な
い
で
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

　
　

ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
配
信
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
保
護
者
に
の
み
専
用

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
発
行
し
、
６
か
月
後
に
公
開

終
了
と
す
る
。

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び
意

見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産業民生常任委員会

請
願
第
７
号　
へ
き
地
教
育
振
興
法

に
鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を

近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
を

長
野
県
知
事
に
求
め
る
請
願

【
意
見
】
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
、
教

育
の
観
点
か
ら
議
論
す
べ
き
で
あ
り
、
高

校
再
編
整
備
計
画
に
お
け
る
下
高
井
農

林
高
校
の
生
徒
数
を
増
や
す
た
め
に
実
践

推
進
校
の
指
定
を
受
け
る
と
い
う
考
え
は

ど
う
か
。

請
願
第
９
号　
高
校
再
編
整
備
計
画

に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
下
高
井
農
林
高
校
を

実
践
推
進
校
に
指
定
を
求
め
る
請
願

【
意
見
】
長
野
県
が
へ
き
地
手
当
の
基
準

を
下
げ
た
経
過
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
継
続
審
査
と
す
る
。

意見書第９号　災害からの復旧・復興及び国土強靭
化に向けた社会資本整備の促進を求める意見書

　近年、気候変動による自然災害や大規模地震が多
発し、飯山市でも令和元年東日本台風災害や本年７
月の豪雨災害により甚大な被害が発生している。被
災地の復旧・復興に向け、継続的な手厚い支援が求
められており、また、国土強靱化に関しては、対策を
要する箇所が未だ多く残されていることに加え、老朽
化が進むインフラの計画的な予防保全が必要である。
さらに、新型コロナウイルス感染症による経済活動へ
の影響は深刻であり公共事業の継続は重要である。
　よって、飯山市議会は、国に対し、災害からの早期
の復旧・復興を図るとともに、防災・減災、国土強靱
化に向けた社会資本整備を一層進めるため、下記事
項を実現するよう強く要望する。

記

１　令和元年東日本台風及び令和２年７月豪雨による
　災害からの早期復旧・復興に係る予算を確保し、　
　改良復旧を積極的に推進すること
２　「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対
　策」終了後も制度の拡充等を行い、国土強靱化等
　のための予算を５か年以上別枠で確保するとともに
　防災・減災に係る事業は、地域の実情を踏まえ、　
　要件の緩和を行うこと
３　「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」を推進
　するとともに、千曲川、信濃川（飯山・中里間）の
　県管理区間となっている「中抜け区間」を早期に解
　消し、国の一元管理とすること
４　迅速かつ円滑な災害復旧の実施や、地方公共団
　体に対する人的・技術的支援を継続的に行うため、
　地方整備局の人員・体制を拡充・強化すること
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問問問 答答

答 問 答

問

（抜粋）
から提出された意見書

請願
８
安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのち
と健康を守るための請願

委員会 ― ― 長 ○ ○ ○ ー ○ ー ー ー ● ー ○ 採択

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

請願
９

高校再編整備計画に、インクルーシブ教育シス
テムを導入し、下高井農林高校を実践推進校に
指定を求める請願

委員会 長 ● ― ― ー ― ● ― ○ ● ● ー ● ー 不採択

本会議
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

不採択
 ※ 委員長報告の不採択についての賛成・反対です


